
関西社会学会第６７回大会　一般研究報告Ａ（自由報告）申込用紙

１．お名前　　　　　　　　　　　　　　　

２．所属（大学・機関名のみご記入ください）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．大学院博士前期課程又は修士課程入学年                      年 研究歴             年

４．住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５．電話番号　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６．報告種別

□　共同報告を希望します

＊共同報告の場合、上の□をチェックしたうえで、申込者を含めたすべての共同報告者の氏名・所属（大学・機関名のみ）をご記入の上、登壇者名の前に○をつけてください。共同報告者は関西社会学会会員に限ります。なお、申し込み後に共同報告者を追加することはできませんのでご注意ください。また、次ページ記載の「共同報告について」も必ず参照してください。

　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　所属

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７．報告題目

メインタイトル

	


サブタイトル（無くても構いませんが、申し込み後の追加はできませんのでご注意ください。）

	


８．希望する研究分野

＊事務局ニュースまたは学会ホームページの「一般研究報告Ａ（自由報告）分野リスト」から、希望する分野を選び、その番号をご記入ください。番号以外は記入しないでください。ただし、22「その他」の場合のみ、番号の後に適当な分野名ないしキーワードをお書きください。

　第１希望　　　　　　　　　　第２希望　　　　　　　　　第３希望　　　　　　　　

９．情報機器の使用

□　情報機器の使用を希望します

＊情報機器を使用される場合は、上の□をチェックしたうえで、下記より希望するものを○で囲んでください。なお、申し込み後の変更・追加はできませんのでご注意ください。

　パワーポイント ・ ＤＶＤ（動画再生）・ＯＨＣ 
　その他［具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　］
	共同報告について
・ここにいう共同報告とは、1報告の30分の枠に、複数名の共同研究の内容を報告する形態を指します。 

・共同報告の場合は、必ず登壇者名に○をつけてください。それ以外の人は登壇できません。 

・上記と異なり、同一部会で3～4人の報告者がそれぞれ30分の枠を使用し、共通したテーマで報告を希望する場合は、申し込み時に別途指示してください。その場合の共通タイトルは、個人の報告タイトルとは別に記入してください。またその場合、すべての報告者の「申込用紙」および「報告要旨」（人数分）を、代表者がまとめて提出してください。



※研究活動委員会から報告者へのお願い

　学会での一般研究報告は、研究分野としての共通性が高くなるよう、部会として編成しています。報告者には部会の最初から最後まで出席することが、当然、期待されています。ご自身の報告が終わっても部屋を退出することなく、部会の議論に参加するように努めてください。

（研究活動委員会）
［３月２４日（木）必着でご送付ください］


